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学校教育目標
We love Himeshima, and open the way to the  future !

（姫島を愛し、共に未来を切り拓く）

学校スローガン
あいさつと校歌の声は日本一

～ 姫島中のあいうえお ～

あいさつは日本一
いのちを大切に（いじめ０）
うたごえも日本一
えがおいっぱいの学校
おもいやりも日本一

心の教育を教育活動のベースに



１．姫島村の状況と姫島中学校生徒の実態

（１）姫島村の状況
• 面積は６．８７㎢（東西６．６ｋｍ×南北２．６ｋｍ、周囲１７ｋｍ）

• 人口は１７２６人（令和２年度国勢調査）

• 村の基幹産業は漁業で、車えび養殖と沿岸漁業が主となっていますが、
観光にも力を入れており、アサギマダラの飛来地、黒曜石、観音崎、
姫島灯台、きつね踊りなど観光地としての魅力がいっぱいです。

• ２０１３年にジオパークの認定をうけています。

※ジオパークとは、地球科学的な価値を持つ遺産を保全し、教育やツーリズムに活用しな

がら、持続可能な開発を進める地域認定プログラムです。



（２）姫島中学校生徒の実態

＜素晴らしいところ＞

• 純朴で素直です。

• 教職員を信じてくれています。（期待度が高いです）

※大分県学力定着状況調査の総合質問紙調査で「本当につらいことがあっ
た時に、それを学校の先生に相談できますか？」で肯定的な回答が６０％
＜県が４５．４％、全国が４８．６％＞



＜課題＞

• コミュニケーション能力に課題があります。

 自分の意志を的確に伝えたり、他人とコミュニケーション
をとることが苦手です。

• 生活習慣に課題があります。

 家庭での学習の習慣やインターネット・ゲームの使用時間
に課題があります。

• 学力定着状況で課題があります。



＜姫島中学校はユネスコスクールです＞
平成２９年にユネスコスクールに認定されました。ユネスコス

クールとはユネスコ憲章に示されたユネスコの理念や目的を学校
のあらゆる面に位置づけ、「生徒の心の中に平和のとりでを築
く」ことを目指す、ユネスコが認定する学校の国際ネットワーク
です。本校の教育のベースとなる心の教育のよりどころでもあり
ます。



現行の指導要領では「生きる力を育む」「自ら学
び自ら考える力の育成」更に「人間尊重の精神と
生命に対する畏敬の念を養う」などが強調されて
いるが、ＪＲＣの基本理念である、人の生命と尊
厳を大切にする「人道的な精神」の育成や「気づ
き、考え、実行する」と云った態度を養う教育と
軌を同じくするものである。

学校の教育活動とＪＲＣ活動の関連性

本校の教育活動そのものが、ユネスコスクールと
しての活動でありＪＲＣ活動だと確信している



高校での学習
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姫島中学校が大事にする「学力」とは



姫島中学校の教育活動を紹介します



１．特別な教育課程「ふるさと科」について
平成２８年度より特別な教育課程「ふるさと科」を実施してお

り、ジオパークについての学習、漁業体験、水産教室、ふるさと
教室（姫島の盆踊りの継承）をおこなっています。

（１）ジオパーク学習
姫島ジオパーク天一根（あまのひとつね）の堀内さんと連携し

ながら毎年、ジオパーク学習をおこなっています。姫島の地形と
干満差から姫島のひじきは誕生していることを学習したり、北海
道のアポイ岳ジオパークを推進している北海道様似町役場の方や
鹿児島の硫黄島（三島村）の中学生とオンラインで交流学習を最
近ではおこなっています。姫島のひじきも様似町の昆布も、まさ
にジオパークが生んだ宝物であることを学習し感動しました。



（２）漁業体験
毎年、水産教室ということで漁業体験学習をおこなっています。

地元の漁師さんや水産・観光商工課の方々にご協力いただき、船
に乗り、姫島沖で魚を釣ります。
姫島は漁業が盛んですが、漁船に乗った経験がない生徒も多く

毎年とても貴重な体験をさせていただいています。３年生の中に
はおじいちゃんが漁師さんで、その後ろ姿を見て自分も漁師にな
りたいという素晴らしい目標を持った生徒もいます。



（３）水産教室
毎年、大分県東部振興局水産班や、村内で漁業で活躍している漁

師さんをお招きし、水産教室をおこなっています。
姫島で獲れている魚の種類や漁法、養殖についてなど姫島の水産

について詳しく学習することができます。姫島の一人あたりの漁獲
量は大分県一であることや、ひじきや車エビは日本中に誇れる産物
であることなど姫島のことをよく知る機会をもらっています。



（４）ふるさと教室
毎年夏休み期間中に、本校体育館でふるさと教室をおこなっています。

１年生から３年生まで全員が参加し、地域の方から姫島盆踊りの歌のくど
きと太鼓のたたき方を教えていただきます。今から数十年前に地域の伝統
を中学生に受け継いでもらうために始まった伝統ある教室です。
くにさき地区だけでなく全国的に後継者がいなくなり、伝統ある文化が

消えてしまっているところも多いようです。現在の中学生が大人になった
時に、また次の世代にもバトンタッチができるように毎年しっかりと学習
しています。



（５）はがき新聞の作成

生徒がジオパークについて学習したことや、姫島の紹介など
を個性豊かにハガキに書いて、それを港や天一根（あまのひと
つね）というジオパーク展示館に置いています。旅行者に自由
に持ち帰っていただくようにしています。姫島に来た良いおみ
やげとして評判となっています。このハガキ制作を通して、自
分のふるさとへの愛着も強くなっています。



（６）姫島少年消防隊

姫島には少年消防隊という組織があります。この中学生消防隊は昭和２９年か

ら組織され、①規律ある団体行動により、秩序ある生活活動を養う。②学校を中
心として地域社会における火災予防活動の実践に努める。③消防活動の技術、要
領の体得を通して敏捷性、協力性、正確性等を養い、人間性の育成を図る。こと
を目的にしています。
国東市消防署姫島出張所の方々のご指導を毎年受け、１月にある特別点検にも

大人の消防隊と一緒に参加します。災害等、万が一の時には、幼い子どもたちや
お年寄りのために自分たちが行動するんだという自覚がこの活動を通して生まれ
ます。



２．小中連携で子どもを育てる

（１）乗り入れ授業

村内には、小学校・中学校が各一校のため、平成１３年度よ
り小中連携によるきめ細かな指導（小中学校教師相互乗り入れ
授業の展開）をおこなってきました。現在は、中学校から小学
校へ、外国語授業に週２時間（ＴＴ）、音楽の授業に週６時間
の授業に乗り入れています。

（２）小中合同会議

小中連携の取り組みとして、小中合同研究会を年に３回実施し
ています。小中同じ学校教育目標「姫島を愛し 未来をともに
切り拓く 子どもの育成」のもと、４つの部会（学習指導部
会・生活指導部会・体力向上部会・地域協働部会）において、
小中でいっしょに取り組む内容等を設定し、９年間を見通した
教育を推進しています。



（３）小中合同会議の組織

•小中共通の「学習規律」による指導改善・小中の授業改善の取
り組みの交流

学習部会

•小中共通の「生活のきまり」の徹底

生活指導部会

•体力向上プランの取り組み交流・健康課題（早寝・早起き・朝
ごはん）の実態交流と手立ての工夫

体力向上部会

•ふるさと科の交流・ジオパーク事業での小中共通した取り組み
と児童生徒の交流

地域協働部会



（４）幼稚園・小学校・中学校連合体育大会

長年姫島村では幼稚園と小学校、中学校、そして保育所までがは
いって合同の体育大会をおこなっています。幼稚園児や小学生は中
学生の行動を見て「あんな中学生になりたい」と感じ、中学生は後
輩たちの良きお手本となるように中学生だけの生活の時よりも凛と
してたくましく感じられます。
また小学校の教職員と中学校の教職員が体育大会の計画、練習段

階で交流する機会がかなりあり、お互いの思いや考えなどを知る機
会にもなっています。



昨年度から姫島中学校では様々な職業で活躍し
ている方を講師としてお招きし、姫島中学校生徒
の知らない事を教えていただき、新たな発見を通
して、自分の将来の世界を広げていこうという企
画に取り組んでいます。

各講演後、「何かに気づき・考え・少しずつ
でも行動する」ことができればと思っています。
昨年は８人の講師の方にお願いいたしました。

その中の５人の方の講演内容をご紹介します。

３．姫中生の知らない世界



２回目は長年高校教員として大分県高校野球の発展に尽力された塔鼻充先

生にお願いいたしました。先生は高校野球監督時代に２度甲子園出場をはた
し、現在は爽風館高校の非常勤講師を務めながら、日出ボーイズの監督とし
てもご活躍しています。
大舞台で力を発揮するために普段から心がけておくべきことや、中学校生

活を充実させるためにどんなことを心がけておくべきかをお話ししていただ
きました。

（１）姫中生の知らない世界パート２



パート３の講師はワシントンＤ．Ｃ．弁護士であり、アステリグループ

株式会社代表取締役でもある大嶋和香子さんにお願いいたしました。
弁護士になろうと思ったきっかけや、弁護士の仕事についてふれながら

世界とつながることの大切さや、自分や日本のあたりまえが他人や他の国
のあたりまえではないことなど普段聞くことのできない興味深い話をたく
さん聞くことができました。
大島さんのご両親や大島さんご本人もこれから姫島に住まれるそうです。

姫島の素晴らしさについても語ってくれ生徒たちも嬉しそうでした。

（２）姫中生の知らない世界パート３



姫中生の知らない世界パート４は、大分医科大学外科医の前田哲哉先生を

お迎えしました。前田先生は国見町のご出身で、国見中学校・国東高校と部
活動（ソフトテニス・陸上）とでも活躍されました。ご自分の中学時代の話
をからめながら、「ネット依存に陥らないために」「中学時代にトキメキを
持ち、それを原動力にしてほしい」「夢のために時間を使おう」という話を
していただきました。今回は情報機器の使い方について＋キャリア教育で生
徒にとってとても有意義な時間となりました。
講演の後の感想には多くの生徒が夢をもつことの大切さについて書いてい

ました。先生の伝えたい思いが、生徒に届いたのだと思います。

（３）姫中生の知らない世界パート４



姫中生の知らない世界パート６は、宇佐の清松総合鐵工株式会社社長の清

松芳夫社長をお迎えしました。社長はお父様から受けついだ会社を発展させ
るだけでなく、テレビやラジオ出演、講演会などでいろんな人に元気を与え
ている方です。「できたらいい事」－「できる事」＝「しなければならない
事」や「物事を他人のせいにせず、ベクトルを自分に向ける。」「「勉強が
楽しくないのは生きた勉強をしていないから。」など生徒たちがこれからい
ろんな事に前向きにチャレンジしようという元気をいただきました。

（４）姫中生の知らない世界パート６



姫中生の知らない世界パート７は北海道大学大学院地球環境科学研究院

准教授の藤井賢彦博士をお招きいたしました。博士は現在チームで姫島
の西浦海底の調査をしています。ご自分が研究者になるまでのいきさつ
や、地上だけでなく海水も二酸化炭素の影響で酸性化し、これが今後悪
化するとエビや貝、蟹などの甲殻類が住みにくい環境になるというお話
しをしていただきました。生徒たちも環境問題を身近な事に感じ、今自
分たちが環境を守るためにできることはないかを考える機会にもなりま
した。西浦の海底ではガスが出ており、その映像を見て大変驚いていま
した。

（５）姫中生の知らない世界パート７



夏休みなど定期的に中学生は小学校高学年の児童と一緒に、清掃ボラン

ティアを行っています。海に囲まれた島であるために３，４日前にはゴミは
ほとんどなかったのに、風に吹かれて突然に大量の葦等やビニール製品、
ペットボトルが流れ着くこともあります。
魚が発砲スチールを餌と思って食べて死んだり、ポイ捨てされたゴミが環

境にも大きく影響を与えています。ただ清掃作業をするだけでなく、姫島の
海岸の様子から環境問題について考える機会にもなっています。

（１）ボランティア活動（海岸清掃）

４．その他の活動について



毎年、火災発生を想定した避難訓練を行っています。避難訓練後、国東

市消防署姫島出張所の方々から講話や指導をいただいています。火災を起
こさないよう注意することや、初期消火活動の大切さ、避難する時に気を
付けることなどたくさんのことを学んでいます。
万が一というのは起こらない方が良いのですが、起こった時にそれに対

して準備ができているか、また心構えができているかというのが命が助か
るかどうかの分かれ目となります。学んだことを忘れないようにしたいで
す。

（２）避難訓練



（３）救命救急

救命救急(胸骨圧迫・ＡＥＤ講習）についての学習にも取り組んでいま
す。数年前に国東市のプールでも水泳中に事故が起こり、その際には救命
救急がおこなわれ、大切な命が救われました。「万が一」は起こらないほ
うが良いのですが、それを想定し常に準備をしておくことが何よりも大切
です。国東市消防署姫島出張所の方々にご指導いただいています。



生徒会が中心となって歳末募金活動などの募金活動をおこなっています。

保護者の方からのご協力もいただき、生徒・教職員でいつもかなりの金額
が募金されます。村役場住民福祉課を通して日本赤十字社、ユニセフ、大
分合同新聞社などにお届けしています。お金だけでなく思いやりのあたた
かい心もいっしょにお届けしたいという気持ちで行っています

（４）募金活動



毎年、本校の生徒会役員を中心に社会を明るくする運動の１つとして、

姫島港でこの運動のアピールを載せたティッシュ配布をおこなっています。
子どもだけでなく大人もみんな、つまらない偏見のない社会で幸せに生

活できる世の中になってほしいという思いからです。
小さな活動ですが、その小さな活動の積み重ねや広がりが大きな幸せに

繋がっていくのかもしれません。

（５）社会を明るくする運動



昨年は1学期期末ＰＴＡ時に親子学級として、生徒・保護者・教職員がいっ

しょに防災について学習しました。講師を日本赤十字社大分県支部、事業推
進課主事の上田侑奈さんにお願いしました。地震、大雨、津波の時の避難時
の心構え等について学びましたが、「自助」の力（命を守り、暮らしをつな
ぐ備えを実行する）、と「共助」の力（人を知り、ともに生きる）が災害か
ら命を守る基盤だというお話が心に残りました。

（６）防災学習



（７）心の壁をなくす人権学習

心の壁をなくすために毎年人権講演会をおこなっています。一昨年
はＬＧＢＴサポートチーム「ココカラ」でセクシュアリティに関する
講演や啓発活動をおこなっている大住珊士さんにお願いしました。
「自分のあたりまえが他の人にとってはあたりまえとは限らない」と
いう言葉が心に残りました。
大住さんはひとりぼっちをつくらない地域を目指して活動していま

す。自分の価値観だけで他人を判断するところに差別が生まれます。



障がい者アスリート講演会も定期的におこなっています。一昨年はス
ポーツトレナーでありジャベリックスローの国体選手でもある上野喜一
郎さんにお話しと競技指導をお願いしました。ご自分のスポーツにかけ
る思いや、障がい者に偏見をもたないで欲しいという思いなどを話して
いただいた後、実際にジャベリックスローやボッチャやフリスビーなど
の体験もさせていただきました。
上野さんの「障がいを１つの個性だと思っている」という言葉が心に

のこりました。「障がいを持っているからといってできないとあきらめ
るのではなく、できることを見つけていくことが大切」という言葉も私
たちに勇気と元気を与えてくれました。

昨年度は部落差別について親子で学習しました。講師は宇佐市人権擁護委員
の山末博俊さんにお願いしました。長年教職員として勤めていましたが、最
初はご自分が被差別部落出身であることを隠していたそうです。その後いろ
んな活動や人との出会いで、このままではいけないと思い立場宣言をおこ
なったそうです。「部落問題は被差別部落の人たちの問題ではなく、それ以
外の人たちの問題だ」という言葉が心に残りました。話を聞いた生徒、保護
者、教職員はみんな部落差別をなくすためのチームの一員です。山末先生の
思いを受けとめ、私たち姫島中学校のメンバーも一緒に差別と闘っていきた
いと思います。



６．校長として大切にしていること

①職員のチームワークが生徒のチームワークに影響します。風通
しの良い職員室になるよう、職員室でのたわいもない会話も大
切にしています。

②職員全体で３２名の生徒を育てることを職員には徹底していま
す。３年部の教員が１年生の担任以上に１年生のことを知って
いる学校は強いです。徹底した共通理解と組織での対応を心が
けています。

③前年度踏襲は後退です。常に創意工夫をこらすことを大切にし
ています。

④全ての来校者に誠実に対応することを心がけています。
⑤毎日全ての職員に声かけをおこない、出会った生徒にはあいさ
つプラス一言の声かけをおこなっています。




